
、

、

、》、

行
　
　
館
次
番

発
　
　
民

日
号
公
清
6

25

　
　
町

月
6
代
沢
代

－02

松
　
松

謡
鰯
館
話

｝
昭
　
東
館
電

心 、
、

印刷松代印刷所

「
第
＝
面
定
例
墨
顛
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
正
予
算
な
ど
を
議
決

　
去
る
九
月
三
十
日
、
十
月
一
日
の
二

日
間
に
わ
た
り
、
九
月
定
例
松
代
町
議

会
が
開
か
れ
、
提
上
さ
れ
た
補
正
予
算

な
ど
を
議
決
い
た
し
ま
し
た
。
尚
当
日

は
町
婦
人
会
約
四
十
名
が
傍
聴
席
を
う

め
、
熱
心
に
議
会
を
見
学
、
一
目
中
、

学
習
を
続
け
ま
し
た
。

　
当
日
議
決
さ
れ
ま
し
た
議
題
は
次
の

通
り
で
す
。

報
告
第
幽
号
　
昭
和
四
十
三
年
度
松
代

　
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
こ
れ
は
町

　
単
独
土
木
施
設
災
害
復
旧
費
）

議
第
］
号
　
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
に
つ
い
て
（
任
期
満
了
に
と
も
な
う

　
委
員
の
承
認
に
つ
い
て
。

　
　
富
沢
　
清
次
（
松
代
町
小
荒
戸
）

　
　
西
潟
　
正
雄
（
松
代
町
福
島
）

　
尚
一
日
午
後
町
教
育
委
員
会
が
開
か

　
れ
、
教
育
長
に
富
沢
清
次
氏
を
再
任

議
第
二
号
　
選
挙
管
理
委
員
及
同
補
充

　
員
の
選
挙
に
つ
い
て
（
委
員
及
補
充

　
員
は
選
挙
に
よ
っ
て
選
任
す
る
も
の

　
と
し
、
選
挙
管
理
委
員
四
名
、
同
補

　
充
員
四
名
と
す
る
）

議
第
三
号
　
新
潟
県
町
村
人
事
事
務
組

　
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数

　
の
増
減
及
び
規
約
変
更
に
つ
い
て
、

　
（
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
松
代
町
に
は

　
関
係
が
な
い
の
で
省
略
す
る
）

議
第
四
号
　
昭
和
四
十
三
年
度
松
代
町

　
一
般
会
計
補
正
予
算
（
収
入
支
出
共

　
に
四
一
一
七
〇
〇
〇
円
を
追
加
し
）

　
そ
の
主
な
る
内
訳
は

　
◎
収
入

　
　
交
付
税
　
　
　
　
三
三
一
万
円

　
　
町
　
債
　
　
　
　
五
〇
万
円

　
と
な
っ
て
得
。

　
◎
支
出

　
　
土
木
費
　
　
一
六
三
万
円

　
　
　
主
に
国
県
道
工
事
負
担
金

　
　
農
林
費
　
　
　
五
三
万
円

　
　
　
主
に
農
業
構
造
改
善
事
業
費

　
　
消
防
費
　
　
　
五
三
万
円

　
　
　
主
に
消
防
施
設
整
備

　
　
総
務
費
　
　
　
六
八
万
円

　
　
　
主
に
松
代
病
院
運
営
寄
附
金

議
第
五
号
　
昭
和
四
十
三
年
松
代
町
国

　
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
収
入
支
出
共
三
二
七
六
〇
〇
〇
円

　
を
追
加
、
収
入
の
主
な
る
も
の
は
繰

　
越
金
の
三
〇
七
万
円
、
支
出
の
主
な

　
る
も
の
は
医
療
品
衛
生
材
料
費
と
な

　
っ
て
い
る
）

議
第
六
号
　
松
代
町
略
和
四
十
二
年
度

　
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

　
（
省
略
は
裏
面
に
）

議
第
七
号
　
片
桐
山
辺
地
に
係
る
総
合

　
整
備
計
画
に
つ
い
て
（
こ
の
こ
と
は

　
昭
和
四
十
一
年
度
よ
り
四
十
五
年
に

　
わ
た
り
辺
地
総
合
整
備
計
画
と
し
て

　
片
桐
山
地
内
に
自
動
車
道
を
切
開
ら

　
く
計
画
の
年
次
計
画
審
議
で
、
す
で

　
に
孟
地
よ
り
片
桐
山
部
落
へ
の
道
路

　
は
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
）

　
尚
議
長
名
に
よ
り
今
議
会
を
通
じ
て

総
理
大
臣
等
に
対
す
る
食
糧
管
理
制
度

存
続
堅
持
に
関
す
る
意
見
書
を
決
議
し

ま
し
た
。
そ
の
意
見
書
の
内
容
は

　
L
食
糧
管
理
制
度
の
堅
持

　
2
。
時
期
別
格
差
の
復
活

　
よ
予
約
概
算
金
制
度
の
存
続
等
で
あ

　
　
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幽

〔
写
真
〕
　
上
は
町
議
会
風
景

　
　
　
　
下
は
傍
聴
す
る
婦
人
会
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛



…
…
昭
和
四
十
二
年
度
決
算
概
要
…
…
．

　
昭
和
四
十
二
年
度
の
一
般
会
計
は
、

当
初
二
〇
九
、
二
五
七
千
円
で
そ
の
後

補
正
が
行
な
わ
れ
、
最
終
予
算
は
二
七

三
、
四
六
二
千
円
と
大
規
模
な
も
の
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
決
算
額
は

歳
入
　
二
七
六
、
一
七
六
千
円

支
出
　
二
五
六
、
一
七
五
千
円
　
で

　
　
　
そ
の
差
は
二
〇
、
○
〇
一
千
円

と
な
り
ま
す
。
尚
こ
れ
に
特
別
会
計
の

建
設
機
械
施
設
事
業
会
計
を
加
え
る
と

決
算
額
は
二
六
六
、
四
九
二
千
円
と
な

り
ま
す
。
そ
の
欺
別
歳
出
額
は
別
図
の

通
り
で
す
が
、
性
質
別
歳
出
内
訳
も
掲

示
し
て
お
き
ま
し
た
。

決
算
に
お
け
る
各
項
別
の
主
な
る
支
出

済
額
は
次
の
通
り
で
す
。

①
議
会
費

②
総
務
費

　
L
総
務
管
理
費

　
乞
徴
税
費

　
よ
戸
籍
住
民
登
録
費

　
4
選
挙
費

　
3
統
計
調
査
費

③
民
生
費
　
　
一

　
L
社
会
福
祉
費

　
乞
児
童
福
祉
費

　
五
八
ロ
万
円

六
＝
二
七
万
円

　
四
七
四
五
万
円

　
　
七
五
七
万
円

　
　
二
六
一
万
円

　
　
二
一
六
万
円

　
　
　
一
五
〇
万
円

一
〇
二
万
円

　
　
五
三
九
万
円

　
　
五
四
〇
万
円

　
缶
災
害
救
助
費
　
　
　
　
二
二
万
円

④
衛
生
費
　
　
　
五
一
七
万
円

　
L
保
健
衛
生
費
　
　
　
五
一
二
万
円

⑤
労
働
費

　
　
四
七
二
万
円

　
L
失
業
対
策
費

　
　
二
九
〇
万
円

　
乞
労
彷
諸
費

　
　
一
八
一
万
円

⑥
農
林
業
費

　
四
〇
九
五
万
円

　
L
農
業
費

　
三
四
三
五
万
円

　
2
。
林
業
費

　
　
六
六
〇
万
円
領

⑦
土
木
費
　
　
出

　
四
二
九
六
万
円
戯

　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
L
土
木
管
理
費
号

　
　
九
八
五
万
円
款

　
ム
道
路
橋
梁
費

　
三
二
三
二
万
円

⑧
消
防
費

　
　
八
九
二
万
円

34　　　書
　嫌緋
密4，63、

欄鶉・

　莇
　　　鈷35・

）
⑨
教
育
費

　
L
教
育
総
務
費

　
乞
小
学
校
費

　
3
中
学
校
費

　
4
。
社
会
教
育
費

～
松
代
高
等
学
校
寄
宿
舎
増
築
費

　
　
ン

　
　
⑫

四
八
六
八
万
円

　
八
六
一
万
円

二
二
三
九
万
円

一
一
七
九
万
円

　
二
九
八
万
円

　
二
三
六
万
円

公　　鬼
●

災害1蝿

1352
李267　　　（牲1万円）

敦賛彪 4868
蛸肪夷 8q2
土木礎 4296
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キ
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写
　
人
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驚

　
　
蓄
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B7，440、

＿　　決茸額
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4

　
“覧
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公
　
癩
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　　　　　　　86・635　・1。

投資的　　　　　36・0
　　　　　　釜費

ぞ
o
檀

　％

“．2

⑩
災
害
復
旧
費
　
聞
二
六
七
万
円

　
L
土
木
施
設
災
害
復
旧
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六
〇
万
円

　
乞
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
八
万
円

⑪
公
債
費
　
　
　
＝
二
五
二
万
円

　
以
上
の
通
り
で
す
。
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山
間
地
農
業
に
夢
を
…
…

動
き
だ
し
た
農
業
構
造
改
善
事
業

一
1
ー
ロ
ー
鱒
ー
．
1
ー
陶
ー
目
ー
墨
8
．
1
．
ー
．
ー
．
5
賜
ー
i
一

一
旨
。
1
■
ー
■
ー
■
1
。
ー
鵬
1
ー
隔
i
騒
8
一
ー
一
－
胴
ー
，
」

（
写
真
…
ザ
；
雑
木
林
か
ら
み
ご
と
に
開
墾
さ

れ
た
東
山
共
同
桑
園
》

　
地
域
農
業
の
振
興
を
目
的
と
し
た
松

代
町
農
業
構
造
改
善
事
業
が
本
年
度
か

ら
五
ケ
年
間
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
ま
す

こ
の
事
業
は
農
家
所
得
の
向
上
、
自
立

経
営
農
家
の
育
成
を
目
標
と
し
て
実
施

さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
構
造
改
善
事
業
の
特
色
と
し
て
は
、

地
域
（
町
）
ご
と
に
『
基
幹
作
目
』
を
定
め

こ
れ
か
ら
消
費
が
伸
び
る
こ
と
が
約
束

さ
れ
て
い
る
作
目
を
検
討
し
こ
の
地
域

で
何
を
作
っ
た
ら
一
番
有
利
か
と
い
う

事
を
考
え
、
し
か
も
地
域
に
合
っ
た
作

目
を
集
団
的
に
大
量
に
か
つ
安
い
生
産

費
で
作
る
事
に
よ
り
農
業
収
益
を
向
上

さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
現
状
の
悪
い
土
地
基
盤

を
整
備
し
た
り
、
未
利
用
雑
木
林
を
開

墾
し
た
り
し
そ
こ
に
近
代
的
な
農
業
機

械
や
施
設
を
国
の
高
い
補
助
金
や
低
利

な
融
資
に
よ
り
動
入
し
機
械
の
力
を
か

り
て
手
間
を
は
ぶ
き
少
い
人
手
で
多
く

の
農
業
生
産
を
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

　
し
か
し
国
の
補
助
金
や
融
資
、
町
予

算
に
も
限
度
が
あ
る
の
で
一
度
に
町
全

部
の
部
落
に
実
施
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
す
。
そ
こ
で
一
定
の
モ
デ
ル
地
区
を

定
め
そ
こ
に
重
点
的
に
投
資
を
し
て
改

善
し
て
い
こ
う
と
す
る
の
が
こ
の
事
業

の
特
色
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
農
業
構
造
改
善
事
業
の
概
要

⑱
町
の
基
幹
作
目
を
『
米
』
と

　
『
養
蚕
』
に
決
定
〃

　
悪
い
土
地
条
件
や
山
間
僻
地
、
豪
雪

地
帯
な
ど
の
条
件
に
よ
り
昔
か
ら
現
在

に
わ
た
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
農
家
に
よ

っ
て
い
ろ
い
ろ
な
作
目
が
と
り
入
れ
ら

れ
て
お
り
町
の
基
幹
作
目
を
定
め
る
の

は
相
当
な
無
理
と
困
難
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
昨
年
来
よ
り
町
農
業
構
造
改

善
協
議
会
や
事
務
局
に
お
い
て
種
々
に

研
究
討
議
さ
れ
地
域
の
立
地
条
件
、
収

益
性
、
他
市
町
村
と
の
比
較
有
利
性
、

開
発
可
能
性
な
ど
を
源
と
し
て
「
米
」
と

（
写
真
…
…
造
成
中
の
稚
蚕
専
用
桑
園
…
…

孟
地
地
内
）

「
養
蚕
」
に
決
定
し
ま
し
た
。
又
「
和
牛
」

「
た
ば
こ
」
も
補
充
作
目
と
し
て
奨
励
す

る
事
に
な
り
ま
し
た
。

㊥
『
米
』
の
振
興
計
画
…
：
…
…

　
省
力
化
が
重
点
〃
“

　
松
代
町
農
業
総
生
産
額
の
う
ち
『
米
』

が
八
○
％
を
示
め
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
生
産
基
盤
と
な
る
と
平
場
の
圃

場
と
は
比
較
す
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
ま
ず
農
道
開
設
に
重
点
を
お
き

小
型
自
動
車
や
耕
転
機
の
利
用
を
可
能

に
し
て
過
重
労
彷
で
あ
る
人
肩
運
搬
労

彷
を
少
し
で
も
な
く
し
次
に
近
代
的
な

作
業
所
や
機
械
を
共
同
で
利
用
す
る
事

に
よ
り
現
況
農
家
の
過
剰
農
機
具
所
有

を
改
善
し
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
れ
ら
に
よ
り
水
稲
作
の
省
力
化
を
は

か
り
現
在
の
水
稲
面
積
を
よ
り
少
い
人

手
で
も
耕
作
し
て
ゆ
け
る
よ
う
な
条
件

を
作
り
だ
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
の
が
「

米
」
の
振
興
計
画
の
基
本
に
な
っ
て
い

ま
す
。

禽
町
全
域
を
対
象
と
し
た

　
稚
蚕
共
同
飼
育
所
の
建
設
〃
“

　
基
幹
作
目
と
し
て
定
め
た
『
養
蚕
』
の

振
興
に
つ
い
て
は
従
来
の
飼
育
型
態
で

は
若
い
人
に
き
ら
わ
れ
発
展
性
が
あ
り

ま
せ
ん
。
い
ま
ま
で
の
往
宅
内
飼
育
を

　
　
　
　
　
（
以
下
四
面
へ
続
く
）

（3）



、
b

＼

（を）

　
　
（
三
面
よ
り
）

極
力
、
屋
外
条
桑
育
に
き
り
交
え
、
よ

り
多
く
飼
育
す
る
事
に
よ
り
、
収
入
を

多
く
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
町
内
の
全
養
蚕
農
家
と
今
後

養
蚕
飼
育
を
希
望
す
る
農
家
全
部
を
対

象
と
し
て
松
代
町
稚
蚕
共
同
飼
育
所
が

建
設
（
昭
和
四
十
五
年
度
）
さ
れ
ま
す
。

こ
の
飼
育
所
で
三
令
ま
で
完
全
飼
育
さ

れ
て
か
ら
農
家
に
配
布
さ
れ
ま
す
か
ら

屋
外
飼
育
が
可
能
に
な
り
、
又
飼
育
期

間
も
短
縮
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
す
。

⑱
地
域
全
体
で
二
億
三
千
七
百

　
万
円
の
事
業
費
〃
“

　
こ
れ
ら
に
よ
る
町
農
業
の
振
興
計
画

は
五
ケ
年
間
に
二
億
三
千
七
百
万
円
の

事
業
費
に
な
り
ま
す
。
こ
の
内
訳
は
、

構
造
改
善
事
業
実
施
分
事
業
費
九
千
五

百
万
円
。
一
般
公
共
事
業
（
団
体
営
土

地
改
良
事
業
）
事
業
費
一
千
二
百
万
円

そ
の
他
事
業
（
県
単
補
助
、
町
単
、
山

村
振
興
事
業
等
）
一
億
三
千
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

⑱
事
業
進
む
本
年
度
工
事
〃
“

　
構
造
改
善
実
施
地
区
に
東
山
部
落
と

旧
蒲
生
地
域
が
指
定
さ
れ
昭
和
四
十
三

年
度
第
一
年
目
の
事
業
実
施
に
入
り
ま

し
た
。
本
年
度
実
施
中
の
両
地
区
事
業

内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

△
東
山
地
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

農
地
造
成

（
共
同
桑
園
）

造
成
面
積

桑
植
栽
面
積

附
帯
道
路

事
業
費

請
負
者

桑
植
黒
諜

　
五
、
三
h

　
　
四
、
五
肋

　
　
究
O
解

六
、
異
七
、
0
8
円

太
田
開
発
巡

　
　
四
、
五
肋

　
茜
、
六
吾
本

一
、
突
一
、
8
0
円

△
浦
生
地
区

農
道
開
設
事
業
三
本

南
　
沢

北
平露

轟
櫛

　
　
　
　
　
二
、
三
七
〇
鵠

線
｛

　
延
長
一
、
δ
○
鵠
巾
員
四
、
O
糀

　
事
業
費
八
、
五
歪
、
8
0
円

　
請
負
者
　
　
　
米
持
組

線
｛

　
延
長
一
、
9
δ
鵠
巾
員
四
、
○
π

　
事
業
費
七
、
…
茜
、
O
O
O
円

　
請
負
者
　
　
室
岡
組

　
　
　
　
　
　
　
　
量
○
鵠

　
　
　
　
　
　
一
、
五
〇
〇
、
O
O
O
円

　
　
　
　
　
　
　
　
高
沢
組

△
広
域
地
区
（
稚
蚕
共
同
飼
育
所
）

霧
用
桑
藻

桑
植
栽
事
業
縷

　
　
　
　
　
’
事
業
費

　
二
、
五
肋

　
O
、
九
五
加

四
、
尭
四
、
8
臼

太
田
開
発
巡

室
岡
組

　
美
、
五
査
本

一
、
○
杢
、
8
雷

　
　
　
　
力

　
－
　
　
　
’
　
　
　
－
　
　
　
’
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
ー

　
　
ノ
　
　
　
ノ
　
　
　
ノ
　
　
　
ノ
　
　
　
ノ
　
　
　
ノ
　
　
　
ノ
　
　
　
ノ
　
　
　
ノ

　
片
桐
山
に
こ
ん
な
道
が

◎
　
県
単
山
村
振
興
事
業
特
別
開
発
工

事
で
、
す
で
に
ニ
ケ
年
に
わ
た
り
、
施

欝
・

　　灘

嚢鷺

工
さ
れ
て
い
る
片
桐
山
の
道
路
は
、
ご

覧
の
通
り
に
進
ん
で
い
ま
す
。
川
面
ま

で
の
今
ま
で
の
道
が
高
く
な
り
、
バ
イ

ク
も
や
っ
と
だ
っ
た
の
を
、
今
年
度
だ

け
で
も
工
事
費
一
六
六
〇
万
円
、
六
一

四
米
の
巾
員
四
米
の
立
派
な
道
路
に
変

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
道
に
か
け
る
地
元

の
夢
の
大
き
さ
を
共
に
喜
び
合
い
た
い

も
の
で
す
。

　
ノ
　
ソ
　
ノ
　
ノ
　
ノ
　
ノ
　
ノ
　
ノ
　
ノ
　
ノ
　
ノ
　
ノ

　
ず
　
　
　
　
ご
　
　
　
ノ
　
　
　
ノ
　
　
　
　
ノ
　
　
　
ノ
　
　
　
　
ィ
　
　
　
ノ
　
　
　
ノ
　
　
　
ノ
　
　
　
ノ
　
　
　
　
ノ

で
き
ま
し
た
蒲
生
の
保
育
所
が

◎
　
既
報
の
蒲
生
保
育
所
が
出
来
あ
が

り
十
月
四
日
落
成
式
を
終
り
ま
し
た
。

七
日
に
は
園
児
達
の
入
所
式
、
お
母
さ

ん
に
手
を
引
か
れ
て
、
真
赤
な
頬
に
喜

び
を
一
ば
い
表
わ
し
た
子
ど
も
達
が
元

気
に
道
を
急
い
で
い
ま
し
た
。

　
又
地
域
の
人
た
ち
も
笑
顔
で
こ
れ
を

見
送
る
な
ど
和
や
か
な
風
景
で
し
た
。
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秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

◎
　
秋
の
交
通
安
全
運
動
旬
間
が
十
月

十
一
日
よ
り
全
国
一
勢
に
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
松
代
町
に
お
い
て
も
、
町
内
各

所
で
、
関
係
者
が
街
道
に
立
ち
、
道
行

く
車
や
通
行
者
に
交
通
安
全
の
必
要
性

を
指
導
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
尚
当
町
は
交
通
安
全
宣
言
町
と
し
て

事
故
の
皆
無
を
願
っ
て
い
る
も
の
で
す

の
で
、
何
時
で
も
、
ど
こ
で
も
、
全
町

民
が
交
通
事
故
の
皆
無
に
配
慮
せ
ら
れ

る
様
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。


